
令 和 四 年 度 道 伝 え の 日 芭 蕉 忌 句 会 入 賞 句  

○ 兼 題 句 「 芭 蕉 忌 」 
［ 俳 人 協 会 岐 阜 県 支 部 大 野 鵠 士 選 ］  

一 〇 、 芭 蕉 忌 や 小 雨 を 凌 ぐ 檜 笠  奥 田  貴 美 子  

 

芭 蕉 と い え ば 旅 に 生 き た 人 。 そ の 旅 に 関 わ る 用 具 の 「 笠 」 を 詠 ん だ 句 や 俳 文 が

あ る 。 ま さ に 芭 蕉 の 核 心 を と ら え た 正 統 派 の 一 句 。 

一 九 、 芭 蕉 忌 や 闇 に う ご め く 鹿 の 数  佐 藤  満 知 子  

 

鹿 を 詠 ん だ 句 は 芭 蕉 に も あ る が 、 こ れ は ま た 古 典 的 と い う よ り 超 現 実 的 な 異 色

の 句 で あ り 、 西 欧 絵 画 的 な 趣 を 湛 え た 動 的 構 図 の 句 。 

 

 

 

 

・ 互 選  

［ 一 席 ］ 

三 四 、 時 雨 忌 や 夢 の 続 き の 旅 鞄  金 井  双 峰  

四 七 、 木 漏 れ 日 の 石 の ぬ く も り 芭 蕉 の 忌  中 井  孝 子  

［ 三 席 ］ 

一 三 、 芭 蕉 忌 や 旅 の 名 残 の 御 朱 印 帳  大 滝  篤 子  

   

   
 



令 和 四 年 度 道 伝 え の 日 芭 蕉 忌 句 会 入 賞 句  

○ 当 季 雑 詠 句 （ 秋 ・ 冬 ） 
［ 俳 人 協 会 岐 阜 県 支 部 大 野 鵠 士 選 ］  

一 七 、 秋 草 や 焼 印 入 り の 桶 二 つ  尾 崎  淑 子  

 

秋 草 が 桶 に 入 っ て い る と も 、 ま た 秋 草 の 生 え て い る 近 く に 桶 が 置 か れ て い る と

も 解 さ れ 、 ど ち ら で も よ い 。 静 的 な 構 図 な が ら 姿 、 格 調 正 し く 「 二 」 と い う 数

字 に 妙 味 が 存 在 す る 。 

二 一 、 胴 に 足 す 命 の 水 や 菊 人 形  山 越  朝 子  

 

菊 人 形 に は 動 物 の よ う な 命 は 存 在 せ ず 、 言 わ ば 「 虚 の 命 」 と 見 立 て て 、 注 ぐ 水

を 「 命 の 水 」 と し た 。 上 五 中 七 の あ い ま い さ が 、 下 五 に 至 っ て 一 挙 に 解 決 さ れ

る 鮮 や か さ が 一 句 の ポ イ ン ト だ 。 

 

 

 

 

 

・ 互 選  

［ 一 席 ］ 

四 一 、 ド ミ ノ め く 稲 刈 ら れ ゆ く コ ン バ イ ン  大 溝  裕 子  

［ 二 席 ］ 

一 二 、 箸 が 追 ふ 滑
ぬ め

る 子 芋 の 味 見 か な  下 垣 内  町 子  

一 九 、 人 間 も 騙 す 案 山 子 の 割 烹 着  佐 藤  満 知 子  

三 六 、 夕 映 え の ト ラ ン ペ ッ ト や 桐 一 葉  今 寺  久 枝  

四 七 、 一 位 の 実 含 め ば 浮 か ぶ 里 の 景  中 井  孝 子  

   
 



令 和 四 年 度 道 伝 え の 日 芭 蕉 忌 句 会 高 校 生 の 部 入 賞 句  

○ 当 季 雑 詠 句( 秋 ・ 冬) 
・ 飛 驒 俳 句 会 代 表  伊 藤 浩 子 選 

［ 飛 騨 神 岡 高 等 学 校 ］ 

入 賞 芙 蓉 咲 く 内 定 通 知 届 く 朝  三 年  井 上

い の う え

 実 咲

み さ き

 

 

 不 安 を 抱 き な が ら 待 っ て い た 内 定 通 知 が や っ と 届 い た 。 

 も ち ろ ん 、 良 い 知 ら せ が 。 自 立 へ の 第 一 歩 の 関 門 を 乗 り 越 え た 喜 び の 朝 、 庭 の 芙 蓉

も 喜 ん で い る よ う に 咲 い た 。 忘 れ ら れ な い 朝 で あ る 。 

入 賞 忍 び 寄 る 核 の 気 配 や 秋 深 し  一 年  中 島

な か し ま

 聖 音

さ と ね

 

 

ウ ク ラ イ ナ ・ ロ シ ア の 戦 を は じ め 、 不 穏 な 世 界 の 情 勢 に 作 者 は 不 安 を 抱 い て い る 。 

そ の 気 持 ち が 「 忍 び 寄 る 」 「 気 配 」 の 言 葉 に よ り 、 ひ た ひ た と 感 じ ら れ る 。 お よ そ 八

十 年 前 、 作 者 の 祖 父 や 祖 母 た ち が 同 じ よ う な 思 い を 抱 い た こ と を 想 像 し た の か も 知 れ

な い 。 

   

［ 吉 城 高 等 学 校 ］ 

入 賞 今 に も 太 陽 を 飲 む 大 鰯 雲  三 年  三 枝

み え だ

 柚 奈

ゆ ず な

 

 

四 ・ 七 ・ 七 の 破 調 で は あ る が 、 鰯 雲 が い っ ぱ い に 広 が っ て い る 景 色 が 大 胆 に 詠 ま れ

て い る 。 「 今 に も 」 「 太 陽 を 飲 む 」 と い う 言 葉 に 、 空 の 果 て ま で 広 が っ て い る 鰯 雲 へ の

不 安 感 が 籠 め ら れ て い る 。 

入 賞 お 弁 当 ゴ ロ ッ コ ロ リ と 栗 赤 飯  一 年  森 下

も り し た

 葉
よ う

 

 

 「 ゴ ロ ッ コ ロ リ 」 の オ ノ マ ト ペ が 、 作 者 独 特 の 表 現 で 良 い 。 柔 ら か い 飯 粒 に 紛 れ て

異 質 な 硬 さ な の に ほ っ こ り 崩 れ る 栗 の 感 じ が よ く わ か る 。 

 き っ と 母 の 手 作 り 弁 当 で あ ろ う 。 作 者 の 笑 顔 が 見 え る よ う だ 。 

   

 

〈 選 後 評 〉 

高 校 生 の 皆 さ ん の 句 、 と て も 楽 し く 拝 見 し ま し た 。 

常 識 に ま み れ て い な い 若 々 し て 表 現 に 感 動 し ま し た 。 

自 分 の 表 現 し た い こ と が 「 こ れ だ ！ 」 と い う 言 葉 を

探 す こ と も 俳 句 の 楽 し み で す 。 来 年 も 期 待 し て お り ま

す 。 

令 和 四 年 十 一 月  飛 驒 俳 句 会 代 表  伊 藤 浩 子  

 


